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ボランティア通信 20２１．１０  Vol．２４６ 

 

 
発  行  交野市ボランティアグループ連絡会  

  （交野市ボランティアセンター内） 

Ｖ連絡会  E-mail katano.vltr94@ｇmail.com 

Ｖセンター  E-mail katabora1994@katano-shakyo.com 

 

ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンターに 

お問い合せください 

（Tel ０７２－８９４－３７３７） 

（Fax ０７２－８９１－３３４０） 

 

（１） （４） 

 

 

91
年
11
月
、
手
書
き
で
始
ま
っ
た

「
な
か
ま
」
創
刊
号
、
素
人
ば
か
り
で

作
る
機
関
紙
（
Ｂ
４
版
・
２
面
）
、
誰

に
配
る
の
か
、
誰
が
配
る
の
か
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

季
刊
発
行
を
ベ
ー
ス
に

16
号
を
数

え
、
12
号
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

西
宮
市
で
の
炊
き
出
し
、夙
川
地
区
で

の
安
否
確
認
、
被
災
状
況
の
調
査
な
ど

に
駆
け
つ
け
た
様
子
を
特
集
し
ま
し

た
。
96
年
4
月
ま
で
通
巻
16
号
を
発

行
し
、
そ
の
後
、
01
年
4
月
ま
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
信
て
く
て
く
・
グ
ル
ー
プ
だ
よ
り
な

ど
を
制
作
発
行
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
の
発
信
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

01
年
5
月
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
信
な
か
ま
」
が
装
い
も
新
た
に
月
刊

紙
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
創
刊

後
か
ら
数
え
て
30
年
を
歩
ん
で
き
ま

し
た
。 

 

昨
年
か
ら
、
連
絡
会
の
諸
活
動
の
見

直
し
の
な
か
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

「
な
か
ま
」
を
季
刊
発
行
に
変
更
し
、

よ
り
充
実
し
た
機
関
紙
へ
の
展
開
を 

模
索
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下 

 

「
な
か
ま
」
の
新
た
な
道
を
探
る 

が
ら
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
点
字
プ
リ

ン
タ
ー
と
い
う
特
殊
な
機
械
も
使
用
す

る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

の
活
動
は
欠
か
せ
な
い
そ
う
で
す
。
市

広
報
は
、
原
稿
を
受
け
取
っ
て
か
ら
1

週
間
で
完
成
さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。

市
内
に
住
む
視
覚
障
が
い
者
の
方
へ
の

情
報
提
供
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。 今

年
9
月
に
は
グ
ル
ー
プ
結
成
40

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
な
か

ま
が
必
要
で
す
が
、
点
字
と
出
会
う
き

っ
か
け
作
り
も
難
し
い
よ
う
で
す
。
ま

ず
は
、
そ
こ
か
ら
連
携
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。 

（
Ｋ
記
） 

    
 

 

          

9
月
10
日
（
金
）
、
点
訳
「
虹

の
会
」
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

「
虹
の
会
」
は
、
毎
週
金
曜
日
10

時
～
16
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
1
階
に
て
、
活
動
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な 

   

で
所
属
グ
ル
ー
プ
の
活
動
休
止
や
停

滞
、
グ
ル
ー
プ
の
解
散
等
、
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
寄
り
添
い
、
各
グ
ル
ー
プ
間
の
橋
渡
し 

が
で
き
る
、
そ
ん
な
機
関
紙
で
あ
り
た 

  

い
と
願
い
つ
つ
、「
な
か
ま
」
の
配
布
方

法
も
含
め
た
多
面
的
な
検
討
が
急
が
れ

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
皆
さ
ん
の
お
知

恵
を
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、
今
回
は
「
な
か

ま
」
の
活
動
経
過
を
特
集
し
ま
し
た
。
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
２
・
３
頁
に
関
連
記
事
） 

 

 

 

 

  写 真 

グループ訪問「おじゃまします！」Vol.1 

 

 

広報を点字プリンターで打出し中 

男性ボランティア大募集!! 

～アクティブシニアになりませんか～ 

  これまでの経験を活かして力を発揮してみよう！ と

いう男性 を募集します。地域ではサロンのお手伝い・

広報誌の作成・会計関係、車の運転での送迎、ボランテ

ィアセンターでの活動などに力を貸していただきたいこ

とがたくさんあります。現在、活躍されている人の話を

聞いて、ボランティア活動 を始めてみませんか。 

[開催日] 12 月 15 日（水）午後 1 時 30 分～３時 30 分

（受付開始 午後 1 時～） 

[場 所]  ボランティアセンター 2 階 活動室  

[内 容] 活動紹介や実際に活躍している人々から、ボ

ランティア活動をすることになった経緯や活

動内容、感想などをお話ししていただきま

す。 

[対象者]  ボランティア活動に関心のある男性（夫婦で

の参加も大歓迎です）  

[定 員] 15 人（事前申込み制） 

[参加費] 無料 

[申込・問い合わせ]  

ボランティアセンター 

 

ボランティアのみなさん 

登録ボランティアにおいては、コロナ禍で通常の

ボランティア活動ができる人、活動休止中の人、新

しいボランティア活動を始めたなど、さまざまな状

況であります。 

みなさん、気軽にボランティアセンターでおしゃ

べりしませんか。久しぶりの人もはじめてボランテ

ィアセンターに来られる人も大歓迎です。 

 

[内 容] １階活動室にて自由に歓談  

※健康講座や ICT 講座などを開催する月もあり

ます。事務所にお問い合わせください 

[開催日]  奇数月（11/10、1/19、3/9） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

偶数月（12/6、2/7）10 時～12 時 

[予 約]  不要  

※イベント開催時は事前申込の場合があります 

[問い合わせ] ボランティアセンター 

 

 

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
ご
案
内 

 

形
式 

令
和
４
～
令
和
５
年
度
版 

２
年 

（
２
０
２
１
年
12
月
～
２
０
２
４
年
３
月
） 

【
寄
付
つ
き
手
帳
】
、
今
回
よ
り
月
曜
始
ま

り
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
カ
レ
ン
ダ
ー
と
な
り
ま
す 

 

販
売
価
格  

４
０
０
円 

申
込
み 
グ
ル
ー
プ
所
属
員
は
、
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
が
取
り
ま
と
め
、
個
人
登
録
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
（
10
月
末
ま
で
） 

申
込
み
代
金 

受
け
取
り
時
に
支
払
い 

引
き
渡
し
時
期 

11
月
下
旬
（
予
定
） 

 

 
 

 
 

 

▼
今
回
は
「
な
か
ま
」
に
つ
い

て
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
な
か
ま
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
原
点
に
立
ち 

返
り
、
生
い
立
ち
か
ら
現
在
に
至
る
流
れ
を 

紹
介
す
る
な
か
で
活
か
す
べ
き
と
こ
ろ
、
改 

良
す
べ
き
と
こ
ろ
な
ど
、
読
者
で
も
あ
る
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
戴 

き
た
く
特
集
を
企
画
し
ま
し
た
。
▼
コ
ロ
ナ 

禍
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
い
ろ
い
ろ
と 

制
約
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
は
「
忍
耐
の 

時
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
連
絡
会
の
諸
活
動 

に
つ
い
て
も
、
忌
憚
の
な
い
お
声
を
寄
せ
て 

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

 

金
澤
季
代
子
さ
ん
は
骨
形
成
不
全
症

と
い
う
難
病
を
持
っ
て
出
生
さ
れ
、
就

学
猶
予
と
い
う
制
度
の
も
と
１
年
生
か

ら
入
学
で
き
ず
昭
和
54
年
、
制
度
の
改

革
で
４
年
生
か
ら
交
野
小
学
校
さ
く
ら

ん
ぼ
学
級
で
学
校
生
活
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
支
援
学
校
高
等
部
を
卒

業
後
、
市
内
の
作
業
所
に
通
わ
れ
、
作
業

所
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
ほ
し
い
、

と
い
う
願
い
か
ら
作
業
所
支
援
活
動
グ 

ル
ー
プ
「
ふ
れ
ん
ズ
」
を
立
ち
上
げ
、
自

ら
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
彼
女
の
前
向
き
で
積
極
的
な
行

動
と
明
る
い
声
は
周
囲
の
人
を
元
気
づ

け
て
く
れ
る
存
在
で
し
た
が
、
数
年
前

か
ら
体
調
を
崩
さ
れ
、
闘
病
む
な
し
く

７
月
２
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
と

長
生
き
し
て
み
ん
な
を
励
ま
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
の
に
本
当
に
残
念
で
す
。 

 

合
掌 

 

（
栗
原
） 

 

追
悼 

障
が
い
者
・
施
設
支
援
「
ふ
れ
ん
ズ
」
創
始
者 

季
代
ち
ゃ
ん
安
ら
か
に 

 

～点訳｢虹の会｣～ 

 

な
か
ま
次
号
発
行
予
定 

 

令
和
４
年
１
月

11

日
（
火
） 

 

mailto:vltr94@ｇmail.
mailto:katabora1994@katano-shakyo.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

（２） 

 

 

１９９１年１１月誕生 

 ボランティア協会「えくぼ」（当時）の事業活動の一環と

して誕生。 

協会の活動状況を広く市民に知らせ、理解と協力を得る

なかで、来る超高齢化社会に備えてボランティアの裾野を

広げていくことが重要な課題である、と呼びかけ。 

 

 
当時は手書き

のＢ４版・2面 

 

１９９６年４月広報グループ発足 

 ボランティアグループ連絡会への名称変

更を機に広報グループ「なかま」が発足。 

（総合行事企画「えくぼ」は 97年 4月に解

散） 

 その後いったん発展的解消をするもの

の、「グループだより」、ボランティア通信

「てくてく」へと移行。 

 

 

２００１年５月 

ボランティア通信「なかま」が 

再スタート 

 広報グループ「なかま」がメンバー不

足で解散。 

連絡会役員やボランティア有志を中心

に毎月発行。 

（2020年 3月まで、通巻 239号） 

グループ活動紹介やボランティアイ

ンタビュー（延べ 83人）、グループ近況

あれこれ、みんなの広場など。 

 

 

２０２０年４月より季刊 

2020 年度より季刊発行（４・７・10・1

月）に変更。（必要に応じ臨時号の発行） 

 右は「なかま」最新号（245号） 

ボランティア通信「なかま」創刊号から 30年 

 

１９９５年１月 

阪神淡路大震災で西宮市の炊き出し、夙川地区での安否確認、

被災状況の調査などにかけつけた様子を「なかま」12 号で特集 

 

「なかま」に寄せる思い 

 
 

時
代
と
共
に
歩
み
続
け
る
「
な
か
ま
」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
し
ば
ら
く
経
っ
た
頃
、

ポ
ス
ト
に
「
な
か
ま
」
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

毎
月
届
く
の
が
楽
し
み
に
な
り
、
今
ま
で
の
分
は
有
難
く

全
部
保
管
し
て
い
ま
す
。
年
４
回
の
機
関
紙
に
な
っ
た
時

に
編
集
委
員
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
議
や
記
事
内
容

に
大
変
戸
惑
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
も
「
な
か
ま
」

は
時
代
と
共
に
、
皆
さ
ん
を
繋
ぎ
歩
み
続
け
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。 

（
庄
田
） 

  
 

取
材
で
の
家
庭
訪
問
も
懐
か
し
く 

 

「
な
か
ま
」
と
の
出
会
い
、
活
動
の
経
験
が
「
さ
つ
き
」

「
星
の
会
」
の
活
動
に
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
時
は
手
書
き
で
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
原
稿
を
集
め
た

り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
と
し
て
取
材
で
金
澤
さ
ん
中
野
さ
ん

三
人
で
家
庭
訪
問
な
ど
動
き
回
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
く
、

本
当
に
楽
し
い
日
々
で
し
た
。
今
は
発
行
さ
れ
た
「
な
か

ま
」
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。
継
続
は
力
な
り
！ 

頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

（
新
里
） 

  

意気投合した仲間との出会い 

祝 30 年、創刊当時、鉄筆で原紙

に向かう栗原さんの楷書の手書き

が懐かしい。各グループからの選出

がきっかけで意気投合した金澤さ

んと新里さんとの交流も忘れがた

い。何時からだったか記憶にないが

在籍だけの長居である。文字と活気

が飛び交う「なかま編集室」。和気あ

いあいに気力をいただき感謝して

います。 （中野） 

 これからの「なかま」について考えてみよう！ 

 

 

 

発行の目的・意義 

・市民へボランティア活動の周知を図る 

・ボランティアグループ間の情報交流等々 

 

編集委員会 

・連絡会役員、編集委員（ボランティア、旧役員

など）、センター職員（アドバイザーとして）で構

成 

・企画、編集、印刷、発送等を担当 

 

 

配付先および配付方法 

・毎号 950部発行。 

・登録ボランティア会員ほか、公共関係機関（市役所、

学校、図書館、市議会など）、福祉施設、民生委員協議

会、府ボランティア連絡会など 50 カ所以上に配付。 

・編集委員と配付担当ボランティアで分担。（登録ボラ

ンティア会員は戸配が基本） 

・社協ホームページにも掲載。（2013年 4月から） 

 

 

 

 

それだけでいいのかな。 

時代に合った考え方が必要で

はないかな。 

 

新しいメンバーが加入して 

ほしいね。 

見る目が増えればこれまでとは 

違った味が出せるかも。 

誰もが気軽に参加できる 

方法はないかな。 

 

配付も負担のない方法がいいね。 

みんなが気軽に手に取ったり、見た

りできるような、 

もっといい方法はないかな。 

 

 

★一緒に「なかま」を作ってくださる方、大募集です!! 

 連絡会役員またはボランティアセンターまでご一報ください!! 

よりよい機関紙作りを目指してがんばりましょう!! 

 

 

被災者の食事をつくるボランティア 

（３） （２） 


